
    

    

今日、1年間の修了証を手にした 1年生５８名のみなさん！ 

修了おめでとうございます。 

初めてのことばかりでスタートした中学生活ですが、ずいぶんと逞しくなった皆さんの姿

を見ると、とてもうれしくなります。 

明日に控えた卒業式に向けても、それぞれの担当で責任を持って仕事を行ってきました。

どんな仕事にも仲間と協力して、たくさん工夫して取り組むことができるのが皆さんの魅力

です。 

去年の４月、58 人という大きな集団になっての生活。楽しいこと、嬉しいこと、つらい

こと、不安なこと、様々なことを経験した一年でもあります。58人いれば、58人の考えが

あります。その中でこそ私たちが大切にすべきは、つらい思いや不安な思いをさせない仲間

づくりを、常に土台（ベース）に持つことです。揺るぎない根底に根付く優しさは、それこ

そ困難と立ち向かう時に私たちを助けてくれます。「情けは人のためならず」という言葉があ

りますが、相手を思っての言葉や行動は、必ず自分に返り自分を豊かにしてくれるのです。 

4 月からは、いよいよ 2 年生としてステップアップしますが、その中で仲間の「よさ」・

自分の「よさ」をどんどん発信していってほしいと思います。そうすることでこの一年で作

り上げた「土台」は、さらに強固なものになっていくでしょう。 

自治会活動の土台である「あたりまえの木」にも最後の実（花）が加わりました。3 学期はタンポ

ポの花に、自分のできるようになったことを記しました。一番先に春を告げる色は黄色だそ

うです。その黄色い花に記したことは 2年生になってこそ、大切にしたいことですね。最近、

自治会長の伊藤叶翔さんと話をする機会がありました。「言葉だけでなく、行動で示す人になりたい。」

その言葉を聞いて、ハッとしました。動き出そう、行動に起こそうとすることの大切さ。春にふさ

わしい決意です。その言葉を聞いて、皆さんに贈りたい言葉があります。この冬のドラマを

見ていて、「なんかいいな、この言葉。」その程度の思いだったのですが、「行動で示す人」と

いう言葉に触れ、今、前を向くために、覚悟が必要だなと思った言葉を紹介します。 

先ほど記述した「不安」とは、違う「不安」 

だととらえます。自分自身を、どう向上させ  

るか。「変わりたい」「変わらなければ」…動き

出さないままだと「不満」しか残らない。だか

ら、そこから一歩踏み出してみる。すると「不

安」が出てくる。それこそ、前を向いた証。 

 あらゆるものが芽吹き、活動する春。目標を

持って 4月を迎えられるよう、自分自身と向き

合う時間も大切にしたいですね。 

 

 

 

新年度登校日  ４月 ７日（火） 主な日程                  

登 校    ８：１０（健康観察・清掃あり） 

  新任披露式    ９：１５～ ９：５５ 

  始業式    １０：００～１０：２０ 

  学年・学活  １０：３０～１１：２０ 

  入学式準備  １１：３０～１２：３０ 

  昼食（弁当） １２：３５～１３：４０ 

  入学式    １４：００～１４：５０ 

  終わりの会  １４：５５～１５：１０ 

  後片付け   １５：１５～１５：４０ 

  下 校    １５：５０ 

 

保護者の皆様へ 

この１年間、大変お世話になり、ありがとうございました。４月当初は、初めてのこと

ばかりで戸惑うことも多い１年生でしたが、日々、様々な経験を重ねて一段と逞しく成長

してきました。授業や行事をとおして、自分達で考え、行動してきた１年生です。 

私たち担任団は生徒達の成長を願い様々な活動を行って参りました。これ 

も、ひとえにお家の方々のご支援があったからです。感謝申し上げます。 

至らない点も多々あったかと思いますが、いつも温かく見守っていただきありが

とうございました。                     1学年担任団一同 

                       

２０２６年３月１３日（金） 

飯豊町立 

飯豊中学校          

第１学年通信 最終号 

文責：我妻早苗  

ドラマ「テミスの不確かな法廷」より 

４月７日（火）の持ち物 

◎春休みの宿題 

 テキスト 5教科 

自学ノート（30ページ以上） 

 

◎春休み計画表・運動着・白帽 

筆記用具・内ズック・歯ブラシ 

 

◎弁当 

＊ネームプレートを忘れずに 
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え
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三
学
期
も
一
学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
和
衷
協
同
』
を
み
ん
な
で
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
各
専
門
委
員
会
の
活
動
で
す
。
二
学
期
は
、
委
員
会
の
仕
事
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
め
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
委
員
会
ご
と
反
省
を
し
て
、
各
専
門
委
員
会
で
活
動
を
考
え
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
仕
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
協
力
し

て
く
れ
る
人
が
少
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
仲
間
同
士
で
声
を
か
け
あ
い
、
呼
び
か
け
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
呼
び
か
け
に
応
え
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
前
よ
り
も
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
た
ち
で
気
づ
き
声
か
け
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

二
つ
目
は
、
生
徒
会
で
す
。
私
は
、
三
学
期
は
、
自
治
会
で
は
な
く
、
執
行
部
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
生
徒
会
副
会
長
と
し
て
、

執
行
部
に
な
っ
て
か
ら
は
、
全
校
生
の
前
に
立
つ
機
会
や
、
仕
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
学
期
よ
り
も
、
責
任
感
が
つ

い
た
と
思
い
ま
す
。
毎
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
で
は
、
な
か
な
か
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
執
行
部
全
体
で
解

決
策
を
考
え
、
一
回
一
回
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
つ
い
た
力
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。
私
は
一
歩
踏
み
出
す
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も
あ
る
の
で
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
迷
っ

た
時
こ
そ
一
歩
踏
み
出
せ
る
自
分
を
目
指
し
ま
す
。 

 

こ
の
ク
ラ
ス
で
過
ご
す
の
も
、
今
日
を
含
め
二
日
間
で
す
。
学
年
と
し
て
も
、「
あ
た
り
ま
え
の
木
」
に 

最
後
の
花
を
つ
け
ま
し
た
。
四
月
は
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
り
、
新
し
い
チ
ー
ム
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。 

新
二
年
生
と
し
て
、
一
年
生
で
つ
け
た
力
を
生
か
し
て
、
よ
り
団
結
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

充実の一年間  📷～思い出グラフィティ～☺ 

１組 あたりまえの木 

２組 あたりまえの木 この思い出も、大切な土台になりますね 


